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南阿蘇の夏でも涼しく快適
丸太の迫力を残したマシンカット
【九州エリア】熊本県南阿蘇村／澤田忠邸

(
)

九
州

阿
蘇
山
を
中
心
と
す
る
世
界
最
大
級
の

カ
ル
デ
ラ
を
も
つ
九
州
エ
リ
ア
。
高
温
多
湿
だ
が
、

冬
季
に
は
気
温
が
０
℃
以
下
ま
で
下
が
る
地
域
も
多
い
。

台
風
の
通
り
道
で
も
あ
り
、
降
水
量
も
多
め
だ

Kyushu

直径40㎝ほどもある丸太が、
空中に飛び出るように伸びて
いるリビング。階段上の小さ
な窓のおかげでとても明る
い。階段はスギを使って手づ
くりしたもの。床材はヒノキ
だ
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九
州
の
中
心
部
に
位
置
し
、
日
本

有
数
の
活
火
山
と
し
て
知
ら
れ

る
阿
蘇
山
。
そ
の
ふ
も
と
に
は
、
日
本

と
は
思
え
な
い
よ
う
な
広
大
な
草
原
や

森
林
が
広
が
っ
て
お
り
、
各
所
に
温
泉

地
や
別
荘
地
が
点
在
し
て
い
る
。

澤
田
邸
は
阿
蘇
山
の
南
側
に
位
置
す

る
南
阿
蘇
村
に
建
つ
マ
シ
ン
カ
ッ
ト
の

別
荘
。
こ
の
エ
リ
ア
は
、
冬
は
氷
点
下
、

夏
は
30
℃
を
越
す
暑
さ
と
、
寒
暖
の
差

が
激
し
い
地
域
だ
が
「
木
の
断
熱
性
の

高
さ
の
お
か
げ
か
と
て
も
過
ご
し
や
す

い
で
す
ね
。
真
夏
で
も
家
の
中
が
本
当

に
涼
し
い
の
で
、
冷
房
を
つ
け
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
オ
ー
ナ
ー
の
澤
田

益
子
さ
ん
は
話
す
。

ロ
グ
材
は
、
阿
蘇
の
ふ
も
と
、
小
国
で

育
っ
た
ス
ギ
。
こ
れ
を
メ
ー
カ
ー
が
自

社
で
製
材
、
自
然
乾
燥
を
行
い
、
12
×

21
〞
と
い
う
分
厚
い
心
持
ち
の
ロ
グ
材

に
加
工
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
棟

木
や
梁
に
は
同
じ
く
小
国
ス
ギ
を
丸
太

の
ま
ま
使
っ
て
お
り
、
マ
シ
ン
カ
ッ
ト

と
は
い
え
、
木
の
生
命
感
が
直
に
伝
わ

っ
て
く
る
よ
う
な
設
計
で
あ
る
。

延
べ
床
面
積
は
約
１
０
２
㎡
で
、
１
階

は
21
㎡
ほ
ど
の
リ
ビ
ン
グ
と
キ
ッ
チ
ン

と
和
室
、
２
階
は
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と

個
室
２
部
屋
が
あ
る
。
間
取
り
は
益
子

さ
ん
が
風
水
に
基
づ
い
て
考
え
た
も
の

だ
そ
う
で
、「
風
水
を
学
び
な
が
ら
間

取
り
を
考
え
る
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ

た
。
結
果
的
に
、
風
水
的
に
見
て
も
い

い
ロ
グ
ハ
ウ
ス
が
で
き
ま
し
た
」
と
に

こ
や
か
だ
。

4.風呂の石は天草石。「色が美しいだけでなく、足触りが柔らかく温かみがあって、とても気に入っていま
す」と益子さん 5.家の北東側にある和室の畳には高級感ある淡い色合いの和紙畳を使っている。建具も
スギを使った手づくりだ 6.階段の踊り場には、漆喰と石を使った飾り棚を設置。ライトはLEDを使って
いる。照明はすべて澤田さんの息子さんが手がけたそうだ

1.建築地は阿蘇のふもとの分譲
地で、周辺にも別荘が立ち並ぶ
2.ログ材は良質の材で知られる
熊本県小国町のスギを使った12×
21㎝のマシンカット。50年生以
上の太い材を、製材して自然乾燥
させ、芯持ち材に加工している
3.玄関の飾りトラスには曲がり
を残した小国スギを丸太のまま使
用。通常のマシンカット・ログハ
ウスにはない力強い雰囲気を醸し
出している

自宅からそれほど遠くなくて、自然が美
しくて、水がおいしいところがよかった
んです。この周辺は湧き水がとてもおい
しいところなんですよ

土地選びエピソード

南阿蘇エリアを選んだ理由は?

土地は新聞広告で見つけました。ログ・
メーカーさんとの出会いは、ドライブ中
に偶然通りかかった建築現場を見て、気
に入ってしまったのが始まりです

どうやって見つけたの?

どうしてでしょうね（笑）。とても明る
くて、なんかいいなと思えたんです。ほ
かの場所もいくつか見たんですが、やっ
ぱりここに戻ってきてしまいました

建築地の決め手は?

ほとんどの週末は、熊本県宇土市の自宅からクルマで1時間ほどかけ、愛犬
たちとともにここにやってくるという澤田忠さんと益子さん
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_

体
は
7.6
×
7.6
ｍ
で
、
１
階
と
２
階
両

方
に
約
21
㎡
の
広
い
デ
ッ
キ
（
バ
ル
コ

ニ
ー
）
を
設
置
。
そ
の
上
を
覆
う
よ
う

に
瓦
屋
根
が
伸
び
て
い
る
の
が
美
し

い
。
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
と
、
こ
れ
は

雨
・
霧
・
湿
気
が
多
い
こ
の
地
域
で
、

デ
ッ
キ
を
長
持
ち
さ
せ
る
工
夫
だ
そ

う
。ま
た
基
礎
は
約
50
㎝
と
や
や
高
め
、

軒
も
１
ｍ
ほ
ど
と
深
く
し
、
ロ
グ
が
濡

れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。

さ
ら
に
、
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に
床
下
の

配
管
の
勾
配
を
十
分
に
と
り
、
水
抜
き

を
設
置
。
こ
う
し
た
設
計
は
、
こ
の
地

の
気
候
風
土
を
知
り
尽
く
し
た
メ
ー
カ

ー
な
ら
で
は
の
も
の
だ
ろ
う
。

「
丸
太
の
使
い
方
と
い
い
、
住
み
心
地

と
い
い
、
本
当
に
お
気
に
入
り
の
家
が

で
き
ま
し
た
」
と
い
う
益
子
さ
ん
。
ロ

グ
ハ
ウ
ス
の
心
地
よ
さ
を
肌
で
実
感
し

て
い
る
よ
う
だ
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Loghouse Data
●所在地＝熊本県阿蘇郡南阿蘇村
●使用目的＝別荘
●敷地面積＝347.0㎡
●延べ床面積＝102.3㎡［1階＝60.9㎡、
2階＝41.4㎡／デッキ＝43.3㎡］
●着工日＝2005年7月
●完成日＝2006年2月
●構法＝丸太組み構法（オリジナル・
ノッチ）
●使用ログ材＝国産スギ（サイズ＝
12.0×21.0㎝）
●基礎＝ベタ基礎、
●外部仕上げ［屋根材＝瓦／建具＝ア
ルミ製ペアガラス・サッシ、木製ドア／

塗料＝木材保護水性塗料ダイナ（2回塗
り）］
●内部仕上げ［天井材＝スギ／床材＝
ヒノキ／塗料＝木材保護水性塗料ダイ
ナ（2回塗り）］
●総工費＝1995万円・税込／仮設工事
費＝60万円、基礎工事費＝150万円、
ログ材料費＝550万円、組み上げ・大工
工事費＝320万円、屋根・板金工事費＝
160万円、左官・塗装工事費＝150万
円、設備工事費＝250万円、その他＝
355万円
●設計・施工＝鞭馬工務店

2階のフリースペース。強度を確保するために、棟木、母屋な
どには継ぎ材は使わず、必ず太い1本ものの材を使っている。
これはメーカーのこだわりだそうだ

7.7.2階のベランダは、約21┃ もあり広々。ここにも小国ス
ギの丸太をぜいたくに使っている。丸太はスパートピーリン
グ後にスチールだわしで手作業により磨き上げたものだそう
8.妻壁は漆喰仕上げ。スギらしい落ち着いた色と白い漆喰の
コントラストが美しい 9.屋根は8寸勾配。デッキやベラン
ダは、雨がかからないよう、すべて瓦屋根で覆っている
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